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研究概要
現代の巨大テック企業は、人工知能などのアルゴリズムを介して市民に大きな影響を及ぼせ
る。一部の私企業が不透明なアルゴリズムに基づいて市民を「統治」することは、民主的な正統
性を欠く。このため、国家同様の憲法的制約をテック企業に適用するデジタル立憲主義の議論が
盛んとなっているが、市民参加の役割は軽視されてきた。そこで本研究は、「私的政府」として
の企業はその被治者の参加を通じて制御されるべきだとする職場デモクラシー論の知見をデジタ
ル立憲主義と結びつけ、テック企業の民主的正統性を追求するデジタル立憲デモクラシーの構想
を具体化することを目指す。とりわけ、⑴ 国境横断的に存在する多様なステークホルダーによ
る迅速かつ柔軟な意思表明を可能にするオンライン投票システムと、⑵ 無作為に抽出された一
般市民から成るアルゴリズム監督機関の設置により透明性やアカウンタビリティを向上させる企
業内ミニ・パブリックスを、民主的企業統治の有力な手段として検討し、両者の統合に基づくデ
ジタル立憲デモクラシーの可能性を提示する。


